
保健医療学部卒業生 就職先へのアンケート結果 

実施時期 
2026年6月10日 ～ 7月3日 

実施方法 
各学科ごとに卒業生の就職した10施設(合計20施設)に回答依頼を送付し、Webフォームに回答し

てもらった。 

回答のあった企業・施設 

番号 企業・施設 

1 鍼灸・接骨院グループ 

2 鍼灸・接骨院グループ 

3 鍼灸・接骨院グループ 

4 鍼灸・接骨院グループ 

5 鍼灸・接骨院グループ 

6※ 鍼灸院 

7 鍼灸・接骨院グループ 

 

※鍼灸学科の卒業生のみ採用実績あり  
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質問と回答 

本学 鍼灸学科の卒業生は以下の能力を身につけて業務を遂行できていますか? 

1.はり師・きゅう師の国家試験に合格するための知識と、鍼灸治療の技術・応用力を備え、保

健・医療・福祉・スポーツなどの分野で現代医療の一翼を担うはり師・きゅう師として社会に

貢献する人材となり得る能力備えている。 

番号 回答 理由・事例 

1 どちらかと言えばそう思う <記入なし>  

2 どちらかと言えばそう思う 鍼灸師として現場で活躍しており、国家試験レベルの

知識に加え、患者様への対応力や施術技術を身につけ

ていることから、設問の能力を備えていると考えま

す。 

3 どちらかと言えばそう思う 実技でのマニュアル通りの施術の遂行、それにプラス

した提案力があると感じるため 

4 どちらかと言えばそう思う <記入なし>  

5 どちらかと言えばそう思う 弊社として鍼灸治療を希望する患者様が多く、入社後

の新入社員研修でも鍼灸・パルス治療を積極的に研修

内容に取り入れておりますが、御校卒業生の皆様は各

年度の新入社員の中でもスムーズに研修に入れている

印象です。 

6 どちらかと言えばそう思う <記入なし>  

7 どちらかと言えばそう思う 合格率などもそうですが、勉強熱心な方が多く知識を

しっかり自主的に学ぶ方が多い印象だからです。 

2.教養を深め、国内外の文化を理解するために必要な社会学あるいは心理学、自然科学、情報

収集・分析の方法、コミュニケーションなどに関する基本的な知識と能力を備えている。 

番号 回答 理由・事例 

1 どちらかと言えばそう思う <記入なし> 

2 どちらかと言えばそう思う <記入なし> 

3 どちらかと言えばそう思う 自分で考え行動をすることができる、その際の報連相

も徹底されていると感じるため 

4 どちらかと言えばそう思う <記入なし> 

5 どちらかと言えばそう思う 弊社が鍼灸接骨院事業で地域に根差した鍼灸接骨院を

目指している上で、ご来院される患者様とのコミュニ

ケーション能力は必須であり、弊社としてもコミュニ
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番号 回答 理由・事例 

ケーション研修やビジネスマナーセミナーなど行って

おりますが、御校卒業生は社員同士だけでなく、患者

様との会話も物怖じせず積極的な姿勢で関わってくれ

ております。 

6 どちらかと言えばそう思う <記入なし> 

7 どちらかと言えばそう思わ

ない 

そのような事例に触れたことがない為です。 

3.社会人として、また医療人として、幅広い視野を持ってさまざまな問題に柔軟に対応できる

能力を備え、高い倫理観や協調性を身につけている。 

番号 回答 理由・事例 

1 どちらかと言えばそう思う <記入なし> 

2 どちらかと言えばそう思う <記入なし> 

3 どちらかと言えばそう思う マニュアルに当てはまらない事項に関して相談し解決す

る力があると感じるため 

4 どちらかと言えばそう思う <記入なし> 

5 どちらかと言えばそう思う 新入社員研修中にも、同じ同期の新入社員に対して鍼灸

領域のアドバイスをしてくれていたり、研修講師のテク

ニカルディレクターへの質問も熱心にしておりました。 

6 どちらかと言えばそう思う <記入なし> 

7 どちらかと言えばそう思う 諦める選択をしない方が多いためです。 

本学 柔道整復学科の卒業生は以下の能力を身につけて業務を遂行できていますか? 

4.柔道整復師として必要な知識及び技能、並びに職業倫理を十分に身につけている。 

番号 回答 理由・事例 

1 どちらかと言えばそう思う <記入なし> 

2 どちらかと言えばそう思う 柔道整復師として必要な知識・技術を活かして患者様へ

の施術を行っております。 

3 どちらかと言えばそう思う <記入なし> 

4 どちらかと言えばそう思う <記入なし> 

5 どちらかと言えばそう思う 入社当初は技術・知識面で不安があったようですが、だ

からこそ積極的に研修講師に質問をしたり、自ら個別指
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番号 回答 理由・事例 

導をお願いしていたりと、自己成長に対するこだわりと

向上心は素晴らしいものでした。 

6 <記入なし> <記入なし> 

7 どちらかと言えばそう思う 非常に知識に対して貪欲な為です。 

5.医療人としてのコミュニケーション能力、主体的に判断できる力を有している。 

番号 回答 理由・事例 

1 どちらかと言えばそう思う <記入なし> 

2 どちらかと言えばそう思う 患者様やスタッフとの円滑なコミュニケーションがで

きており、状況に応じて自ら考え判断しながら行動し

ています。 

3 どちらかと言えばそう思う <記入なし> 

4 どちらかと言えばそう思う <記入なし> 

5 どちらかと言えばそう思う 6月の現場に配属された後は、患者様とのコミュニケー

ションをそつなくこなしており、患者様に対して問診

をしてもらう場面でも、しっかり対応できており、患

者様からの信頼も多くいただけておりました。 

6 <記入なし> <記入なし> 

7 どちらかと言えばそう思う <記入なし> 

6.教養および医療人としての誠実さ、優しさ、協調性を身につけている。 

番号 回答 理由・事例 

1 どちらかと言えばそう思う <記入なし> 

2 どちらかと言えばそう思う <記入なし> 

3 どちらかと言えばそう思う <記入なし> 

4 どちらかと言えばそう思う <記入なし> 

5 どちらかと言えばそう思う <記入なし> 

6 <記入なし> <記入なし> 

7 どちらかと言えばそう思う 非常に優しいと日々感じています。 
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7.人と人とのつながりを大切にする力、物事の多様性を理解し、国際人としての考え方を身に

つけている。 

番号 回答 理由・事例 

1 どちらかと言えばそう思う <記入なし> 

2 どちらかと言えばそう思う 新人研修では積極的に周囲とコミュニケーションを取

り、輪の中心となって研修を進めていました。高いコ

ミュニケーション能力を発揮しながら周囲をまとめ、

同期との良好な関係構築に貢献していたことから、人

と人とのつながりを大切にする力を身につけていると

感じています。 

3 どちらかと言えばそう思う <記入なし> 

4 どちらかと言えばそう思う <記入なし> 

5 どちらかと言えばそう思う <記入なし> 

6 <記入なし> <記入なし> 

7 どちらかと言えばそう思う <記入なし> 

8.日々進歩する医学知識を修得するための素地、柔道整復の発展のために臨床家あるいは研究

者として貢献することができる素養、科学的思考を身につけている。 

番号 回答 理由・事例 

1 どちらかと言えばそう思う <記入なし> 

2 どちらかと言えばそう思う <記入なし> 

3 どちらかと言えばそう思う <記入なし> 

4 どちらかと言えばそう思う <記入なし> 

5 どちらかと言えばそう思う <記入なし> 

6 <記入なし> <記入なし> 

7 どちらかと言えばそう思う <記入なし> 

9.東京有明医療大学の教育内容について、改善すべき点や要望はありますか？ 

 

番号 回答 

1 特にございません。 

2 <記入なし> 
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番号 回答 

3 現状、学校様でも学生さんの育成に尽力されていることを感じておりますので、大

きな改善点というよりは、より実践的な学びの機会が増えると、学生さんの臨床現

場への理解がさらに深まるのではないかと感じております。 

弊社も臨床実習の受け入れ先として関わらせていただいておりますので、実習を通

して学生さんに現場の雰囲気や患者様との関わり方、社会人として必要な部分など

をお伝えできればと思っております。 

4 <記入なし> 

5 <記入なし> 

6 特にございません。 

7 特にありません。 

10.貴社(貴院)が求める人材を育成するために、大学側に期待することはありますか？ 

 

番号 回答 

1 <記入なし> 

2 臨床現場で求められる患者様対応やチーム医療に関する実践的な学びを期待してお

ります。 

3 引き続き学生さんが臨床現場へ出る前に、知識や技術だけではなく、患者様との関

わり方や社会人として必要なコミュニケーション力などを身につけられる機会を大

切にしていただけますと幸いです。 

4 <記入なし> 

5 <記入なし> 

6 <記入なし> 

7 素直な学生の方が多い印象ですので、引き続きお願いできれば幸いです。 
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